
東京外国語大学・大学院総合国際学研究院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０３

基盤研究(B)（一般）

2017～2015

ロシア・ウクライナ・ベラルーシの文学と社会に関する跨橋的研究

A bridging study on the literature and society of Russia, Ukraine, Belarus

６０５３６１４２研究者番号：

沼野　恭子（Numano, Kyoko）

研究期間：

１５Ｈ０３１９２

平成 年 月 日現在３０   ６ １９

円    13,100,000

研究成果の概要（和文）：研究の目的は、東スラヴ語文化圏（ロシア、ウクライナ、ベラルーシ）の文学、歴
史、社会について、地域横断的、ジャンル横断的な研究を行い、この地域の複雑な実相を明らかにすることであ
る。文学、文化、歴史、政治、地域研究を専門とする8名の研究者が共同作業によって研究を進め、ノーベル文
学賞受賞作家S・アレクシエーヴィチらを招聘して国際シンポジウムを実施した。3年間の研究の結果、この地域
の多様な実態と歴史的背景に対する理解を深め、作家や研究者と研究交流ネットワークを広げるとともに、若手
研究者を育てることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of our project is to conduct region-crossing and genre-crossing 
researches on literature, history and society of the East Slavic cultural area (Russia, Ukraine, 
Belarus), in order to clarify its complex realities. Our group consists of 8 members, who specialize
 in literature, culture, history, politics and regional studies. We held international symposiums 
with the participation of outstanding writers, such as the Belarussian Nobel Prize winner for 
literature Svetlana Alexievich. Through three years of research, we have analyzed the diversity and 
historical background of this area, expanded our academic network with writers and scholars, and 
also fostered young researchers.

研究分野： ロシア文学

キーワード： ロシア東欧文学　ロシア東欧史　ウクライナ　ベラルーシ

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) ロシア・ウクライナ・ベラルーシの三国
は文化的・歴史的に深い関係にあり、言語の
みならず多くの点で近接性が見られる。その
ためソ連時代には、これら三国が共和国とし
てソ連邦を構成していたことも一因となり、
一括して論じられることが多く、さらにはロ
シアを中心とした視点からの文学・文化研究、
歴史研究が国内外の主流であった。ところが、
ソ連解体後は一転して、それぞれの国で「国
民国家化」に似た過程が進行し、「国民的文
学」や「祖国史」といったナショナルな文化
に焦点があてられるようになると、それにと
もない、国内外の研究も単線的な文化論に追
随する研究が少なくなかった。しかし、この
ようなアプローチでは、多言語・多文化が混
在するこの地域の複雑な実相を理解するこ
とはできない。複眼的な視座を持つ新しいア
プローチが必要とされていた。 
 
(2) 2014年のウクライナの反政権デモに始ま
る「マイダン革命」をめぐるマスメディアの
報道や論壇での議論では、日本のみならず欧
米においても、ウクライナの文化と社会につ
いて平板な形でしか語られていなかった。ウ
クライナ問題は、国際政治・国際法・安全保
障などの社会科学の専門研究なしに解決さ
れないことは言うまでもないが、東スラヴ地
域における文化的アイデンティティの複雑
な構造を人文学の知によって解明し、その成
果を広く一般に明らかにすることもまた極
めて重要であると実感された。 
 
(3) 本科研のメンバーは個別に、キエフ在住
のロシア語作家アンドレイ・クルコフの研究
や翻訳、ウクライナ出身のロシア語作家ミハ
イル・ブルガーコフの研究や翻訳、東スラヴ
三国の言語・文化・民族をめぐる研究を行い、
共同研究の下地ができていた。 
 
(4) 本科研の主要メンバーが、平成 23～26
年度科学研究費基盤研究(A)「ポスト・グロ
ーバル時代から見たソ連崩壊の文化史的意
味に関する超域横断的研究」（課題番号 
23242018）に分担研究者として参加していた。
この研究では、ソ連時代末期の政治・社会・
文化的総体がどのように質的な変化を遂げ
たかを分野ごとに明らかにするとともに、文
化史的な側面からソ連崩壊のプロセスを解
明し、再評価する作業を行った。この成果を
引き継ぐことが求められていた。 
 
２． 研究の目的 
 
(1) 本研究の大きな目的は、ロシア、ウクラ
イナ、ベラルーシの「東スラヴ語文化圏」を
対象として、その文化的アイデンティティの
多層的な構造と形成過程を明らかにするこ
とにある。主に文学・文化研究、歴史学、政
治学の分野の多角的・総合的アプローチによ

り、この地域の文化や民族意識の複雑な関係
を解き明かし、それにより多言語・多文化空
間を把握する手法を確立するとともに、この
地域が直面する深刻な政治問題を理解する
鍵を広く日本社会に提示する。 
 
(2) 上記の目的を達成するためにより具体
的な目標として次の 3項目を設定した。第一
に、文学・文化研究の分野では、この地域で
活動している現役作家・芸術家・研究者たち
と連携して、当事者の視点からの文化認識を
明らかにするとともに、彼らの作品を新たな
視点で解釈する。第二に、歴史学の分野では、
ロシア帝国の拡張のみならず、ポーランド・
リトアニア公国、ポーランド王国、モンゴル
帝国、オスマン帝国などとの相互関係の中で、
ロシア、ウクライナ、ベラルーシがどのよう
に形成され、変化したか、文化と社会の複雑
な様相を生みだした歴史的な過程を解明し、
この地域の文化の構造を明らかにする。第三
に、政治・社会の分野では、この地域におけ
る言語、文化、芸術に関する政策とそれをめ
ぐる政治過程を明らかにし、さらにはアイデ
ンティティ、歴史認識に関する社会意識を調
査し三国間で比較検討する。 
 
(3) 三つの東スラヴ語のうち、ウクライナ語
文化圏とベラルーシ語文化圏については日
本でまだあまり専門家がいないという現状
に鑑み、若手研究者を当該地域に派遣して言
語と文化に精通させる。すなわち、ウクライ
ナ文学・文化研究者、ベラルーシ文学・文化
研究者を育成することを目的のひとつとす
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究のグループを、上図のように三つのセ
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学・表象芸術作品や作家の研究をする「文
学・表象セクション」、この地域の国家や社
会の形成過程やその変遷を研究する「歴史文
化セクション」、そしてこの地域の政治体制
やと社会意識を研究する「政治・社会セクシ
ョン」である。文学・文化研究をコアとしつ
つ、各セクションは個々の研究を自律的に深
め、その成果をワークショップやシンポジウ
ムに持ち寄って互いの知見を交換し合うこ
とにより領域横断的な視座を得る。 
 
(2) ロシア、ウクライナ、ベラルーシの研究
者および作家、芸術家と連携してネットワー
クの構築を図る。具体的には、科研メンバー
が積極的に国際学会に参加して自らの成果
を発表するとともに、日本において本科研グ
ループが主催するシンポジウムやセミナー
に国内外の専門家や作家を招聘する。その際、
念頭に置くのは、当該地域の関係者自身の越
境性である。作家たちの地理的移動、民族的
混淆、言語選択にフォーカスしながら対象地
域の複雑さ・多様性を、単純化・図式化しす
ぎることなく把握する。 
 
(3) 東京外国語大学が学術交流協定を結ん
でいるウクライナのリヴィウ大学に若手研
究者を派遣して研究にあたらせ、緊密な連携
をはかる。そうした研究者に、現地でしか得
られないような情報や体験を通して深めた
研究成果を、シンポジウムなどで報告して本
研究に貢献してもらう。 
 
４．研究成果 
(1) 初年度の平成 27 年度（2015）： 8 月に
幕張で開催された国際中欧・東欧研究協議会
（ICCEES）第 9回世界大会に参加・貢献する
ことを重要課題としたが、本科研メンバーは
全員がこれに参加し、それぞれの分野で研究
発表や討論を行い、内外の研究者と交流した。
さらに本科研代表者の沼野恭子は、ICCEES の
本部企画として国際シンポジウム「スラヴ文
学は国境を越えて」を主催し、ウクライナ在
住のロシア語作家アンドレイ・クルコフ、ス
イス在住のロシア語・ドイツ語作家ミハイ
ル・シーシキン、オランダ在住のクロアチア
語・英語作家ドゥブラフカ・ウグレシッチを
招聘した。さらに、日本語・ドイツ語作家の
多和田葉子が対論者として加わった。いずれ
も国際的に非常に高い評価を受けている作
家たちであり、クロアチア（南スラヴ）を含
むスラヴ語文化圏の存在感を強く内外に示
すものになった。折しもマイダン革命を綴っ
た『ウクライナ日記』が日本語に翻訳出版さ
れたばかりのクルコフの来日は日本のマス
メディアの注目を引いた。シンポジウムの報
告集を刊行した。 
 代表者の沼野恭子と研究分担者の前田和
泉がウクライナのリヴィウ大学とセルビア
のベオグラード大学を訪問して講演し、研究
ネットワークの構築に努めた。また、ロシア

文学、ウクライナ文学を研究している若手研
究者を研究協力者としてリヴィウ大学に長
期派遣した。 
 
(2) 平成 28 年度（2016）： 本科研の最大の
課題だったベラルーシの作家スヴェトラー
ナ・アレクシエーヴィチの招聘を実現させる
ことができた。彼女は、ソ連邦ウクライナに
生まれ、ベラルーシ人の父とウクライナ人の
母を持ち、主としてベラルーシに住み、ロシ
ア語で執筆しているドキュメンタリー作家
である。第二次世界大戦における女性従軍兵
士や子供たちの体験とトラウマ、アフガン戦
争に出兵した少年兵とその遺族たちの壮絶
な経験、チェルノブィリ原発事故の被災者た
ちの苦しみなどソ連時代にはタブー視され
てきた社会問題に鋭く切り込み、ソ連という
国家とそこに生きた人々のメンタリティを
証言に基づいて総括し五部作にまとめ（『セ
カンドハンドの時代』など）、2015 年度ノー
ベル文学賞を受賞した。作家自身の出自も、
問題意識も、また彼女の手法が文学と歴史学
の接点にあることも、本科研のテーマにぴっ
たり合致している。代表者の沼野恭子は彼女
のノーベル賞スピーチを日本語に訳出し、11
月に日本に招いて、東京外国語大学での名誉
博士号授与、記念講演、学生との対話を企
画・実施した。その模様は、新聞・雑誌など
日本のマスメディアで大きく取り上げられ、
本科研が目標のひとつにしてきた研究成果
の社会への還元が果たされた。福島原発事故
被災者へのメッセージや今回の記念講演を
含む冊子を刊行した。 
分担者の越野剛が日本ロシア文学会主催

のシンポジウムでアレクシエーヴィチの作
品について報告を行い、沼野恭子が「チェル
ノブイリの 30 年」というシンポジウムで彼
女の作品を紹介するなど、来日を機にアレク
シエーヴィチ研究を大きく前進させた。 
 アレクシエーヴィチの提起した問題意識
を共有しつつ、代表者・分担者は個別に、リ
ュドミラ・ペトルシェフスカヤ、マリーナ・
ツヴェターエワ、ミハイル・ブルガーコフの
作品研究、ロシア革命 100 周年にあたっての
歴史研究、ウクライナ問題の考察など、多彩
な研究を展開した。アレクシエーヴィチとい
う「核」に向かう求心的な研究と、そこから
発展していく遠心的な研究がバランスよく
織りなされたと言えよう。 
 
(3) 最終年度の平成 29 年度（2017）： 本科
研の締めくくりとして、11月にシンポジウム
「文化の汽水域～東スラヴ世界の文化的諸
相をめぐって」を開催した。その 1ヵ月前の
10 月に、東京外国語大学のグローバル・ジャ
パン・オフィスがウクライナのリヴィウ大学
内に開設され、分担者の前田和泉と福嶋千穂
が開所式に出席し、今後の学術交流・学生交
流の発展の礎を作った。それを受けて、シン
ポジウム「文化の汽水域」にはリヴィウ大学



からオレスタ・ザブランナ教授を招聘。ロシ
ア、ウクライナ、ベラルーシの言語、文学、
歴史について研究成果報告と活発な議論が
行われた。分担者の越野剛がアレクシエーヴ
ィチの文学的手法について、塩川伸明が彼女
のアイデンティティを絡めたベラルーシ論
について報告したことは、アレクシエーヴィ
チ研究の深化を示していると言えよう。シン
ポジウムの成果を1冊の論集にまとめて刊行
した。 
 同 11 月、代表者の沼野恭子はペテルブル
グ国際文化フォーラムに招待され、日露の文
学交流をテーマとするラウンドテーブルに
参加し、ペテルブルグ大学でロシアにおける
ジャポニスムについて講演を行った。以前か
ら東京外国語大学はペテルブルグ大学と学
術交流協定を結んで交流を進めてきたが、こ
の訪問は研究ネットワークを広げるきっか
けとなり、2018 年 2月にはペテルブルグ大学
のリアラ・フロノープロ准教授を招聘してセ
ミナーを開いた。 
日本ではまだ専門家のあまりいないウク

ライナ文学の分野の研究者を育成するとい
う目的で、リヴィウ大学に研究協力者の原真
咲を長期派遣した。彼は現在、大学院博士後
期課程に在籍し、ウクライナの歴史小説をテ
ーマに博士論文を執筆中である。 
 
(4) 3 年間を振り返ると、地域横断的である
とともにジャンル横断的でもある共同研究
活動を行うことができたと総括できる。本科
研のタイトルは「ロシア・ウクライナ・ベラ
ルーシの文学と社会に関する跨橋的研究」だ
ったわけだが、まさに地域やジャンルを横断
して多角的・複眼的なまなざしを得ることこ
そ「跨橋的研究」の名にふさわしい。それは、
ロシア、ウクライナ、ベラルーシの複雑な関
係性を解き明かすプロセスにおいてロシア
を「異化」するものであるとともに、東スラ
ヴ語文化圏の「異種混淆性」の実態をより深
く理解するものでもある。 
 この異種混淆性の中にはもうひとつの重
要な要素であるユダヤ性があり、当然のこと
ながら、スラヴ文化圏の実相を研究する上で
この問題を看過するわけにはいかない。本科
研の後継となる次期科研（B）「ロシア・ウク
ライナ・ベラルーシの交錯──東スラヴ文化
圏の領域横断的研究」で、ユダヤという要素
に着目しながら共同研究をさらに発展させ
ていく方向性が定まった。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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